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近年便利なインターネットアプリケーションが多数出ているが、ネットワーク遅延や切

断による不安感がある。またモバイル環境においても、インターネットを介したアプリ

ケーションは”サクサク動く”体験を与えられるものは少ない。このような問題に対処す

るため、インターネットアプリケーションにおいてローカルリソースを適切に扱えるよう
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に変更した Desktop Rich Internet Application 用の基盤技術が発達してきた。しかし、

既存のインターネットアプリケーションフレームワークはこれらの基盤技術のメリットを

生かしていないため、サービスにもメリットが反映されないことが多い。 

そこで本提案では、既存のインターネットアプリケーションフレームワークを拡張し、

Desktop Rich Internet Application のひとつである Adobe AIR 向けの開発フレームワ

ークを提案する。 

提案フレームワークでは、インターネットアプリケーションに一般的なクライアント・サ

ーバ間での Object/Record マッピングパターンを拡張し、アプリケーションオブジェク

ト・ローカルデータベース・サーバデータベース間での二段階マッピングパターンをモ

デル化することで上記の問題に対処する。  

 

 

 

Adobe AIR 環境上において、ローカル RDB へのマッピング機能を有する OR マッピ

ングのフレームワークを構築するという提案である。これにより、オンラインサービス

のオフライン利用が可能になる。 

興味深いのは、サーバ（クラウド）側にはスケーラブルな RDB サーバの存在のみを

仮定し、クライアント側でアプリケーション実行とローカル RDB保持を行うというシステ

ムモデルにより、クラウド側のサーバ負担を簡略化している点である。これにより、ス

ケラービリティにし易く、かつ、ユーザビリティおよびアベイラビリティの高いクラウドコ

ンピューティングを実現する可能性を有する。 

通信とサーバ負担の軽減によりグリーン IT に貢献することが期待できる。実現のた

めのスキル、および、提案実現のための準備も十分に行われていると判断できる。 

 

 

 

以下にあげる機能を開発することを目標とした。 

・RIA 機能の拡張 

DRIA は、データ構造以外は既存のRIA と同等である。ここでは、RIA フレームワー

クを拡張し、DRIA 要のフレームワークを構築する。 

・オブジェクトデータベースの構築 

DRIA が、いつでも、どこからでも同じデータにアクセスするために、ローカル側、お

よび、サーバ側のオブジェクトデータベースを構築する。 

・O/R/R マッピング機能の構築 

DRIA を実現するために、アプリケーションのデータモデル、ローカル側データベー

ス、および、サーバ側データベース間の動機戦略を決め、１対１対１で対応させる
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機能（ここでは O/R/R マッピングと呼ぶ）を構築する。 

・サンプルプログラムの作成 

本システムの有用性を示すためにサンプルプログラムを作成する。 

 

 

 

当初の予定どおり作業を進めることができた。 

 

 

 

開発したフレームワークを用いることによって、二つのメリットがある。ひとつは 開発

の動機となった「DRIA 開発のコストの削減」である。これは、本フレームワークのうち 

Active Sync モジュールを活用することで、DRIA に必要な、オフライン状態による適

切な動作とオンライン状態における情報の同期・共有といった特徴を瞬時に構築する

ことができること。また Async DI モジュールにより、複雑になりやすい大規模なアプ

リケーション開発であっても見通し良く全体の構造を記述することができることが上げ

られる。 

そしてもう一つが「クラウドデータベース適用時のコストの削減」である。 

これは、Google App Engine や Amazon SimpleDB といったクラウドデータベースは、

安価で容易に大規模なリソースを活用することができるため近年注目されているが、

その簡便性の反面、利用には高い知識と能力が必要となる。特にベンダー側の供給

するリソースはどのような処理でも必ずスケールするわけではないため、スケーラビリ

ティを考慮に入れたプログラミングは難しい問題である。しかし、今回、開発したフレ

ームワークのように、DRIA におけるモデル層の実装をフレームワーク側が隠ぺいす

ることで、開発者が難しいサーバサイドの実装を独自に行わなくてすむようにすること

ができる。また、この結果、スケーラビリティのあるクラウドデータベースを瞬時に適用

することができるため、クラウドデータベース適用時のコストの削減になると考えられ

る。 

このようなフレームワークが流行することで、クラウドデータベース の活用が進めば、

グリーン IT の観点からもメリットがあると考えられる。 

 

 

 

Desktop Rich Internet Application (DRIA)の一つである Adobe AIR を拡張し、アプリ

ケーション上のオブジェクトを、ローカルデータベース、およびサーバデータベースの

レコードにマッピングする基盤ソフトウェアを開発した。ネットワーク接続時に、サーバ
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ー側（クラウド側）と通信してアプリケーションを使えるのみならず、非接続時において

もアプリケーションを使えるようにする基盤システムのニーズは高く、本システムが実

際に使用されるようになることを期待したい。予定通り基本機能の開発は行ったが、

実際に広く使用されていくためには更なるシステム設計上の工夫や、ドキュメント整備

等の努力が必要であろう。 

 

 

 

今回の開発プロジェクトには普及に関する開発内容を含んでいなかったため、フレ

ームワークの普及は今後の課題として残されている。そのため、今後フレームワーク

を普及させるために、ドキュメントやデモ、チュートリアルの整備を行っていく予定であ

る。 

特にフレームワークというものは、キラーアプリケーションと共に認知度が高まるも

のであるため、まずデモアプリケーションとして作成した音楽検索・共有 アプリケーシ

ョンやメモアプリケーションを数万から10万人程度にインストー ルしてもらう必要があ

る(Adobe Air のアプリケーション配布環境は優れたものがあるため難しい目標設定

ではないと考えられる)。そのうえで、フレームワー クの普及を図っていこうと考えて

いる。 
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